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研究成果の概要（和文）：本研究は，国際理解の視点に立って，中学校社会科教育における東アジア交流史の教材を開
発することを目的としている。2012年から3年間にわったって，日中韓の6名のメンバーが集まって共同で教材開発を行
い，その成果を『国際理解の視点に立った東アジア交流史の社会科教材開発』としてまとめた（HP: http://www.juen.
ac.jp/kaken/24531177/index.html）。この研究の特徴は，これまでの国家史や政治史・経済史とは異なる，人々の交
流史を中心とする歴史教材を通して，将来の東アジア地域の平和構築に資する社会科教育を目指している点にある。

研究成果の概要（英文）：This project from the perspective of international understanding aims to develop 
material designed to be useful for teaching social studies in middle school focusing on the history of 
exchange in East Asia. The six Japanese, Chinese and Korean project members studying together the history 
of exchange in East Asia in the last three years reported that it may be useful material for teaching 
social studies in middle school. The unique characteristic of this project is that it inspires study 
contributing to peace in East Asia, focusing on the history of exchange rather than that of the nation, 
politics and economics.

研究分野： 社会科教育、国際理解教育
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１．研究開始当初の背景 
 これまで社会科の分野においては，日中韓
の共通教材は作成されているものの，国家史
とりわけ政治史が中心である。日中韓は今後
も隣国として，歴史的・政治・経済的・社会
的にも友好な関係を維持していく必要があ
る。そこで，国際理解の視点を活かし，特に
人々の交流史に焦点を絞り，日中韓の社会科
教材開発を行う本研究を構想した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，国際理解の視点を踏まえて，中
学校社会科教育における東アジア(日本・韓
国・中国)交流史の教材を開発することを目的
とする。国家史や政治史・経済史とは異なる，
人々の交流を中心とする歴史教材を通して，
将来の東アジア地域の平和構築に資する社
会科を目指す。 
 
３．研究の方法 
 本研究は，研究代表者(高吉嬉)と研究分担
者（國分麻里・梅野正信・金玹辰)を中心と
し，連携協力者（蔡秋英）と研究補助者（二
谷貞夫）という研究体制で，3 年間にわたっ
て，以下のような研究会および調査活動を通
して，東アジア(日本・韓国・中国)交流史の
教材を開発してきた。 
 
年度 内容 
2012 5 月： 第 1 回研究会の開催 (山形

県：山形大学) 
6 月～2013 年 1月： 文献・現地調査 
12 月： 第 2 回研究会の開催 (東京
都：筑波大学) 

2013 
 

7 月： 第 3 回研究会の開催 (長野
県：白樺湖) 
10 月： 研究成果の発表： (山形県：
山形大学) 

2014 5 月： 第 4 回研究会の開催 (東京
都：筑波大学・池袋)  
6 月～2015 年 1 月： 報告書のための
原稿収集及び作成 

2015 3 月： 報告書の刊行及び配布 
 
４．研究成果 
2012 年度 
① 「第 1 回目の研究会」開催（2012 年 6 月
16～17 日，山形大学）：2 年間に及ぶ研究方
針を確認し，各自の役割を把握するなど，今
後の研究計画を遂行する為の研究体制を構
築した。 
② 文献調査と国内の現地調査（2012 年 6 月
～2013 年 3月）： 研究代表者の高と研究分担
者が個別に実施し，メールなどで意見交換を
行った。 
③ 「第 2回目の研究会」開催（2012 年 12 月
22～23 日，東京・筑波大学）： 2012 年の研
究成果と学会発表を通して得られた課題を
確認した上で，教材作成の具体的計画を行っ
た。 

④ 高校での授業実践（2013年2月19日）： 研
究分担者の國分が 17世紀頃から 19世紀初ま
での日本と朝鮮半島の関係について，漂流民
による交流を手がかりに授業を行った。 
⑤ ホームページの作成（2013 年 3 月）： 研
究分担者の梅野を中心にこの研究を発信す
る た め の ， ホ ー ム ペ ー ジ を 作 っ た 。
http://www.juen.ac.jp/kaken/24531177/in
dex.html 
 
2013 年度 
① 第 3 回目研究会（2013 年 7 月 27～28 日，
長野県）：研究補助者である二谷が在住する
白樺湖において, 2013年の研究成果と学会発
表を通して得られた課題を確認した。教材作
成の具体的計画を行った。また教材研究のた
めに「浅川伯教・巧兄弟資料館」「尖石縄文
考古館」を見学した。 
② 文献調査と現地調査： 研究代表者（高）
と研究分担者が個別に実施し，メールなどで
意見交換を行った。 
③ 研究成果の発表（2013 年 10 月）： 学会（日
本社会科教育学会）での発表を通して，研究
成果の発言を積極的に行った。研究分担者の
國分が課題研究「アジアにおける社会的課題
の共有と社会科授業開発の可能性」において，
「韓国における多文化的状況と社会科教育
－歴史教育を手がかりにして－」を報告した。 
④ メールなどを通して研究成果の交換を行
いつつ，最終年度に研究成果をまとめて報告
書を作成し，その内容をいつか出版すること
ができるように原稿を集めながら検討し始
めた。 
 
2014 年度 
① 第 4 回目研究会（2014 年 5 月 10～11 日，
筑波大学茗荷谷キャンパスとマイスペース 
MS&BB 池袋西武横店）： 10 日に各自の教材案
を報告し検討を行い，11 日には科研報告書作
成の日程や役割などについて話し合った。 
② 最終年度科研費報告書の原稿収集及び検
討（2014 年 12～2015 年 2 月）: メールなど
を通して継続的に研究成果の交換を行いつ
つ，研究成果をまとめて最終年度科研費報告
書を作成するため，メンバー全員の原稿を集
めて検討した。 
③ 研究成果報告書の冊子づくりと普及
（2015 年 3 月）： 研究代表の高・研究分担
者の國分と金が報告書作成の中心となって
研究成果報告書（『国際理解の視点に立った
東アジア交流史の社会科教材開発』，2015 年
3 月）を完成し，100 部の冊子を作り，郵便
などを通してその成果を普及しはじめた。 
④ ＨＰ体制づくりと研究成果普及の準備
（2015 年 3 月）：梅野を中心に，ＨＰ
（ http://www.juen.ac.jp/kaken/24531177/
index.html）を通して，今回の報告書の研究
成果を普及していくための体制を整えた。ま
たメールなどを通してメンバー全員で，これ
までの研究成果をさらに深めつつ，各自の研



究成果を授業実践に活かし，普及していくこ
とを確認した。 
 
◇ 研究成果報告書『国際理解の視点に立っ
た東アジア交流史の社会科教材開発』（2015
年 3月，全 72 頁） 
http://www.juen.ac.jp/kaken/24531177/in
dex.html，参照。 
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以上のように，本研究では，社会科教育の

中心に国際理解の視点を据え，東アジアを中
心に歴史分野の共通の教材案を構築すると
いう作業を行ってきた。このように，日本と
韓国・中国の社会科教育，特に歴史教育を担
う日中韓の者たちが共同で研究を行うこと
は，教育活動を通じた東アジアの共生に向け
ての一つの取り組みとして評価される。そし
て，これが本研究の学術的な特色，独創的な
点と言うことができる。 
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